
後志利別川水系河川整備計画の変更について
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函館開発建設部

国土交通省

北海道開発局気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について

・近年の水災害による甚大な被害を受けて、施設能力を超過する洪水が発生することを前提に、社会全体で洪水に備える水防災
意識社会の再構築を一歩進め、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、あらゆる関係者が協働して流域全体で行う、
流域治水への転換を推進し、防災・減災が主流となる社会を目指す。

1出典：気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について～あらゆる関係者が流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換～ 答申
（令和2年7月 社会資本整備審議会 河川分科会 気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会）



函館開発建設部

国土交通省

北海道開発局

気候変動を踏まえた整備計画の変更

今金 令和4年8月洪水 今金町市街地

せたな町市街地

＜目標流量の考え方＞

・気候変動後（2℃上昇時）の状況に

おいても、現河川整備計画での目標

と同程度の治水安全度を概ね確保。

平成29年9月洪水 今金町花石地区

整備計画目標流量

（今金地点）

1,200m3/s ⇒ 1,550m3/s

河道掘削

＜整備メニュー＞

河川環境などに配慮した河道掘削

河道掘削 防災関連施設整備水防拠点整備農地嵩上げ

イメージ

イメージ図

河道掘削の実施にあたり、多様な生態系の創出・保全の
ため、流下能力に支障にならない範囲で樹木を保全

河道掘削土を有効活用した流域治水対策
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気候変動を踏まえた「後志利別川水系河川整備計画」変更（原案）の概要

凡　 　 例

流域界

基準地点

主要な地点

ダ　 ム

市街地

農地等

山　 林

大臣管理区間

（今金町提供）


